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プレゼンテーション
ロンドンエッセイ　29  小野 あずさ

　「あの空は泣いているのだと思いま
す。ただの晴天ではなく、スコーンと果
てしなく天に突き抜けた、真っ青さとス
ケール感、ただ見ていて吸い込まれてし
まう、底なしの虚しさと、カタルシス後
の解放感を照明で表現したいのです」。
数年前にお世話になった、照明家のグ
レゴリー・クヌプルさんの『Blue』というプ
ロダクションでの表現は印象的でした。
これは、照明家だけの腕では達成でき
ません。役者の表情、セリフはもちろん、
セットの素材とスケール、プラス、音響で
さらに空間に奥行きと勢いをつける。

　舞台照明家にとって、プロダクション
のクリエイティブチームに、事前に「この
ような感じの照明を作ろうと思います」
という言葉表現はあっても、ビジュアル
にプレゼンテーションをすることは、あ
まり見たことがありません。言葉で表現
することが上手な人は、うまい比喩や、
例えで、照明の雰囲気や効果を伝える
ことができます。

　しかし、照明家がいくらうまいことを
口で言っても、実現できなければ意味
はありません。自分は、照明デザインの
お仕事以外にも、アシスタント照明デザ
イナーや、プログラマーとして働かせて
いただける機会があるときは、積極的
に引き受けさせていただくようにしてい
ます。他の照明家さんと演出家、舞台
美術家とのやりとりを見ているだけで、
とても勉強になりますし、プロセスの違
いを見比べるのも、大変興味深いもの
です。　

　3Dのビジュアライズドプレゼンテー
ションは、舞台照明界ではあまり見ない

ものの、コーポレートのイベントや展示
会、ファッションショーなどでは、よく目
にします。商品やブランドを世界中に公
表する一瞬のイベントでも、高額資金を
出してそれをためすクライアント／スポ
ンサーからの信頼と期待を、事前に得
るためなのかもしれません。 

　舞台照明家が、このような3Dのビ
ジュアライズドプレゼンテーションをし
ない理由は？　「どうせ現場で変わる
し、3Dで表現しても、実際の見栄えは
かなり違うので、あまり意味がない」「そ
んな時間があるのだったら、もっと深く
台本を読み込んだほうがいいね」「セッ
トが特殊な形だったり、打つアングル
が難しい時は、3Dでやるときもあるけ
ど…」「ロックコンサートなどは、事前打
ち込みが必要なので、ライトコンバース
が重宝しています」など、いろいろな声
を耳にしますが、基本演劇の舞台では
3Dを使わない人が大多数です。

　演劇舞台の舞台美術家のプレゼン
は、毎回見るたびに感心させられます。
イギリスでは、モデルボックスの発表
会をホワイトカードと呼んでいます。そ
こで舞台美術家は、リサーチ資料、ス
ケッチ、ドローイング、インスピレーショ
ンを受けた写真や、画像を見せながら、
彼らのデザインをプレゼンテーションし
ます。プレゼン馴れしている彼らは、リ
ズム良く淡 と々コンセプトやセットの仕
組みを説明していきます。照明効果を
詳しく知っていらっしゃる舞台美術家
でしたら、話は早いですが、そうでな
い舞台美術家の方もいらっしゃいます。
舞台美術家の好む素材の見せ方、影の
出し方、色味など、彼らのアイデアが硬

く決まっている
時は、「こういう
照明をください
ますか？」と、ホ
ワイトカードの
時点で、ダイレ
クトに照明家に
見せてくる／伝
えてくる方も少
なくはありませ
ん。そういうアイ
デアを、嫌がっ
て聞く照明家は
あまりいません
が、あまりにも
注文が多いと、

「では、照明デザインもお任せします！」
と半分冗談交りで言う照明家もいらっ
しゃいます。

　ホワイトカードで、照明家はプロダク
ションがどのような方向／スタイル（自
然光的、抽象的、スタイラライズ等）で
進んでいくかの、大体の見当がつけら
れる初めの一歩になります。経験豊か
な照明家の方々は、いろいろなセットの
素材の種類、特徴、傾向の知識がある
ので、 その場で提案もできるし、問題点
も指摘できます。時間と予算が許せば、
事前にセットのサンプルを使って、照明
の見え方の実験をすることも多々あり
ます。舞台美術家のプレゼンはホワイト
カードで数回できますが、照明家のプ
レゼンは現場でぶっつけ本番（明かり作
り）なので、自分でも初めて見るという
心配と期待は十分あるかと思います。

　余談ですが、過去によく、イングリッ
シュナショナルオペラでセットデザイン
をされていた、知り合いのRさんのお
話です。セットが舞台上で組み上がっ
た後で、照明家と照明の色実験の時間
を設けたそうです。何十枚というゼラを
オーダーして実験しても、Rさんがしっ
くりくる色が出せなかったそうです。そ
の後も、 Rさんは何度も劇場に足を運
び 、照明への抗議を続けた末、明かり
作りの時間を妨害したという理由で、結
局Rさんは、ドレスリハーサルまで劇場
への立ち入りを禁止にされたそうです。
なんとも言い難い状況ですね。演出家
がどこまで、このプロセスに関わって
いたのかはわかりませんが、舞台美術
家と照明家の信頼関係が崩れる瞬間と
は、大地震で巨大ビルが崩れるような、
絶望的瞬間なのではないでしょうか。
想像を絶します。信頼関係は、妥協が
あるにせよ、幕が開くまで保つことは、
私たち舞台人の最低限の責任のように
も思えます。
　
　素晴らしい照明家の作品を見るたび
に、照明家に求められる能力の中で、
一番重要なのは、脚本の読解力だとい
うことを思い知らされます。照明のプレ
ゼンはあって、ないようなもの。最終的
に説得力があるのは、そういう読解力
から来る鋭い視線であって、それが現
場で実現できる人たちは信頼があるの
で、事前のプレゼンテーションは求めら
れないようです。

５月からの公演 “Cuttin’ It” プロダクションのホワイトカード




